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議会報告会を開催
平成24年度　第2回

　市民参加型議会を目指し、市内12カ所で平成24年度第2回の
議会報告会を開催しました。平成23年度の決算報告や議会改革へ
の取組み等を報告の後、質疑応答や自由な意見交換を行い、多く
の市民の皆さんの声を聞くことができました。

１１月１７日

１１月１８日

１１月１８日

１１月１９日

１１月２０日

１１月２０日

１１月２０日

１１月２２日

１１月２３日

１２月　１日

１２月２３日

１２月２３日

開発センター物部

楠目老人憩いの家

基幹集落センター

平山公民館

中野公民館

暁霞公民館

猪野々集会所

繁藤老人憩いの家

佐岡公民館

香美市役所

体験実習館

庄谷相多目的集会所

６名

３２名

１５名

８名

４名

１０名

２１名

２１名

４名

１２名

１４名

１７名

物部町大栃

土佐山田町楠目

香北町美良布

土佐山田町平山

土佐山田町中野

香北町五百蔵

香北町猪野々

土佐山田町繁藤

土佐山田町佐岡

土佐山田町宝町

物部町別府

物部町庄谷相

実施日 実施会場 住　　所 参加人数

本議会をライブ中継や録画で見れます。
「香美市公式ホームページ」から「議会情報」を

お選びいただき、「議会中継（外部リンク）」をクリックしてください。

http://www.discussvision.net/kamisi/index.html
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Ｑ
　
議
会
報
告
会
以
外
で

議
員
と
市
民
が
意
見
交
換

や
要
望
が
で
き
る
機
会
を

持
っ
て
ほ
し
い
。
ど
こ
に

申
入
れ
す
れ
ば
い
い
の
か

Ａ
　
要
望
が
あ
れ
ば
出
向

く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

議
会
事
務
局
に
申
入
れ
て

ほ
し
い
。

Ｑ
　
公
共
施
設
に
お
い
て

国
産
材
の
使
用
に
対
す
る

取
組
み
は
。

Ａ
　
香
北
支
所
は
、
木
造

建
築
で
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
庁
舎
や
保
育
所

な
ど
市
有
木
を
使
用
し
、

木
材
使
用
の
推
進
に
取
組

ん
で
い
る
。

Ｑ
　
地
域
の
過
疎
化
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

を
改
善
す
る
に
は
、
更
な

る
行
政
支
援
が
必
要
で
は

な
い
か
。

Ａ
　
県
も
空
き
家
対
策
な

ど
、
過
疎
化
に
歯
止
め
を

か
け
る
よ
う
取
組
ん
で
い

る
。
地
域
ぐ
る
み
で
知
恵

を
出
し
あ
い
な
が
ら
活
性

化
に
向
け
て
取
組
ん
で
い

く
。

Ｑ
　
オ
ス
プ
レ
イ
の
意
見

書
に
対
す
る
賛
否
が
同
数

と
な
り
、
議
長
採
決
に
至

っ
た
経
緯
は
。

Ａ
　
日
米
安
保
を
踏
ま
え

協
調
路
線
を
と
る
立
場
の

意
見
や
、
地
域
住
民
の
不

安
を
あ
お
る
飛
行
訓
練
は

阻
止
す
る
べ
き
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

Ｑ
　
本
市
独
自
の
カ
ラ
ー

を
示
す
な
ど
、
潜
在
的
な

利
点
や
力
が
発
揮
さ
れ
て

い
な
い
の
で
は
。

Ａ
　
皆
さ
ん
の
貴
重
な
意

見
を
行
政
に
つ
な
げ
て
い

く
。

Ｑ
　
市
の
財
政
に
お
い
て
、

貯
金
と
借
金
、
ま
た
、
後

年
度
に
算
入
さ
れ
る
金
額

を
見
る
と
、
実
質
は
約
40

億
円
の
余
裕
が
あ
る
が
、

他
の
市
と
比
較
し
て
本
市

の
状
況
は
。

Ａ
　
県
下
の
市
の
中
で
は
、

土
佐
市
と
香
美
市
が
上
位

で
健
全
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
　
土
佐
山
田
は
、
防
災

面
で
も
立
地
条
件
で
も

有
利
で
あ
る
が
、

市
街
化
調
整
区

域
の
た
め
家
が

建
て
ら
れ
な
い

状
況
に
あ
る
。

議
会
で
都
市
計

画
の
改
革
に
取

組
ん
で
ほ
し
い
。

Ａ
　
議
会
の
中

に
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
調

査
研
究
す
る
予

定
で
あ
る
。
議

会
だ
よ
り
等
で

お
知
ら
せ
し
て

い
く
。

Ｑ
　
施
設
を
建
て
替
え
る

の
も
必
要
だ
ろ
う
が
、
も

っ
と
人
を
増
や
す
政
策
を
。

Ａ
　
も
っ
と
も
な
意
見
だ

が
、
耐
震
の
問
題
が
あ
る

の
で
、
建
て
替
え
は
急
が

れ
る
。

Ｑ
　
光
回
線
を
急
い
で
ほ

し
い
。

Ａ
　
先
進
地
に
お
い
て
、

維
持
管
理
に
大
幅
な
赤
字

を
出
し
て
い
る
。
国
の
助

成
の
方
法
も
変
わ
っ
て
き

た
。
実
現
に
向
け
て
担
当

課
も
真
剣
に
検
討
し
て
い

る
。

Ｑ
　
議
員
の
本
会
議
へ
の

出
席
率
は
。

Ａ
　
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
あ

る
。
慶
弔
・
病
気
の
欠
席

は
あ
る
。

Ｑ
　
75
歳
以
上
が
無
料
と

な
っ
て
い
る
市
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
沿
線
の
市
民
だ

け
が
得
し
て
お
り
不
公
平

感
が
著
し
い
。

Ａ
　
地
域
交
通
検
討
委
員

会
に
お
い
て
総
合
的
に
検

討
し
て
お
り
、
間
も
な
く

案
が
出
る
予
定
だ
。

Ｑ
　
税
金
の
滞
納
者
は
、

増
減
は
。

Ａ
　
徴
収
専
門
に
担
当
す

る
収
納
課
を
設
置
し
、
差

押
え
等
も
行
い
取
組
ん
で

い
る
。
高
額
滞
納
に
つ
い

て
は
、
租
税
債
権
管
理
機

構
を
広
域
で
設
置
し
た
。

ま
た
、
議
会
と
し
て
も
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
執

行
部
に
提
言
し
て
い
る
。

Ｑ
　
山
間
地
は
、
地
震
時

に
道
路
が
寸
断
す
る
恐
れ

が
あ
る
。
対
策
を
考
え
て

い
る
か
。

Ａ
　
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備

が
必
要
で
あ
る
。
国
に
も

要
望
し
て
い
る
。

Ｑ
　
サ
ル
に
よ
る
農
作
物

へ
の
被
害
で
困
っ
て
い
る
。

Ａ
　
予
算
も
増
額
し
て
取

組
ん
で
い
る
。
現
状
を
執

行
部
に
繋
い
で
い
く
。

Ｑ
　
陳
情
や
承
認
や
議
案

等
、
い
ろ
い
ろ
言
葉
が
あ

る
が
簡
単
に
説
明
を
お
願

い
し
た
い
。

Ａ
　
陳
情
と
請
願
は
、
市

民
か
ら
議
会
に
提
出
さ
れ

る
も
の
で
、
請
願
に
は
紹

介
議
員
が
必
要
で
あ
り
、

表
現
は
悪
い
が
陳
情
よ
り

も
格
が
上
で
あ
る
。
議
案
、

承
認
、
同
意
は
執
行
部
か

ら
議
会
に
提
出
さ
れ
る
も

意

見

交

換

Q&A

※
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す

楠目老人憩いの家（土佐山田町楠目）

佐岡公民館（土佐山田町佐岡）



平成２５年２月１日 第２８号香美市議会だより

27

の
で
あ
り
、
発
議
、
決
議

は
議
員
が
提
出
す
る
も
の

で
あ
る
。
意
見
書
は
、
議

会
か
ら
国
や
知
事
に
提
出

す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
　
地
籍
調
査
を
進
め
て

ほ
し
い
。

Ａ
　
例
年
予
算
を
計
上
し
、

計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

Ｑ
　
日
常
の
議
員
活
動
に

つ
い
て
、
個
々
の
議
員
は

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

Ａ
　
議
員
の
姿
が
あ
ま
り

見
え
な
い
と
の
指
摘
も
あ

る
が
、
調
査
研
究
や
自
己

研
鑽
、
会
派
の
勉
強
会
な

ど
も
あ
り
、
市
民
と
の
対

話
が
十
分
に
取
れ
な
い
場

合
も
あ
る
。

・
も
う
少
し
市
民
が
集
ま

る
よ
う
お
互
い
に
考
え
よ

う
。

・
困
難
な
時
期
、
何
を
や

っ
て
も
明
る
い
見
通
し
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
前

向
き
な
努
力
を
。

・
議
員
、
議
会
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
た
。

・
審
査
案
件
の
内
容
を
も

う
少
し
詳
し
く
知
り
た
か

っ
た
。

・
も
っ
と
勉
強
し
て
く
だ

さ
い
。

・
市
を
上
げ
て
Ｕ
タ
ー
ン
、

Ｉ
タ
ー
ン
を
推
進
し
て
く

だ
さ
い
。

・
今
後
、
で
き
る
だ
け
細

や
か
な
開
催
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
前
回
よ
り
も
面
白
か
っ

た
。
次
回
が
楽
し
み
で
す
。

・
本
市
独
自
の
行
政
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
。

・
限
界
集
落
は
ど
う
な
る
。

・
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
、
集
落
づ
く
り
の
出
来

る
人
を
育
て
る
政
策
を
。

・
農
林
業
の
先
進
地
を
目

指
せ
。

・
グ
ル
ー
プ
討
議
の
形
式

で
意
見
交
換
し
て
は
。

・
専
門
的
な
部
分
は
分
か

り
に
く
い
で
す
が
、
度
々

こ
う
し
た
場
に
参
加
す
れ

ば
理
解
で
き
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

・
議
員
は
各
戸
を
ま
わ
り
、

市
民
の
意
見
を
聞
く
く
ら

い
の
意
気
込
み
で
や
っ
て

ほ
し
い
。

・
市
民
の
意
見
要
望
に
対

し
、
市
職
員
の
対
応
が
悪

い
（
合
併
後
特
に
）

・
山
間
地
域
の
切
り
捨
て

を
し
な
い
よ
う
に
。

い
た
だ
い
た

コ
メ
ン
ト

ご参加いただいた皆さんへ

今回の報告会にご参加いただいた164名の皆さん、誠にありがとうございまし

た。皆さんからいただいた貴重なご意見やご要望については、所管の常任委

員会で調査のうえ、執行部につなぎ、質問された方に直接ご返答いたします。

開発センター物部（物部町大栃）

基幹集落センター（香北町美良布）


